
11 月 20 日（日）、垂水市立図書館にて、ビブ

リオバトル大会が開催されました。同大会は、

本好きの仲間と交流を深め、人を通じて良い本

に出会うことを目的に開催されました。ビブリ

オバトルとは、本の魅力を紹介し合い、お互い

に気に入った本に一票を投じ、おもしろいと思

う本を決めるものです。当日は 21人が参加し、

小学生の部では川畑茉央さん（協和小学校 6年）

の「夢をかなえるゾウ」、一般の部では坂本美

保さんの「ぼくたちに、もうモノは必要ない。」

が一番おもしろいと思う本に選ばれました。

本の魅力を伝え合う
ビブリオバトル大会

11 月 22 日（木）、旭町にある垂水市公用車庫

にて、慈恩保育園の園児を対象とした土木重機

の試乗体験が行われました。今回で３回目とな

るこの取組は、同園に隣接する公用車庫で管理

しているショベルカーやブルドーザー等の重機

に園児たちが興味を持ったことから平成 26 年

にスタートしたものです。当日は約 25 人の園

児が歓声を上げ、ショベルカー等の操作体験を

しながら、重機について興味を深めている様子

でした。園児たちにとって、普段触れる機会の

少ない重機に乗れ、楽しい１日となりました。

慈恩保育園児が操縦する
土木重機試乗体験

11 月 28 日（月）、新城・小谷在住の小谷重治

さんが、全国老人クラブ連合会育成功労表彰を

受賞し表敬訪問されました。これは、長年にわ

たり垂水市老人クラブ連合会役員を歴任し、会

員の指導者的立場として、地元新城における奉

仕作業やしめ縄つくり、小学生との交流会など、

地域密着の活動が評価されたものです。小谷さ

んは「今後も、地元地域のためにがんばって活

動を続けていきたいと思います」と話されまし

た。今後も益々のご活躍をお祈りいたします。
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７月・８月・11 月に開催された、鹿児島県中

学校総合体育大会と鹿児島県学校・クラブ対抗

戦、鹿児島県テニス選手権大会の３大会で、丸

山 J・T・Cが優秀な成績を収められました。同

クラブの益々のご活躍をお祈りいたします。
■鹿児島県中学校総合体育大会（敬称略）
　３位：女子団体戦／山本桃子、立山瞳、木佐貫瑠唯、
　丸山華音、上村向日葵、園田未来、濵本優美、増満光美
■鹿児島県学校・クラブ対抗戦（敬称略）
　優勝：中学女子Ａパート／山本桃子、木佐貫瑠唯
■鹿児島県テニス選手権大会（敬称略）
　準優勝：10 歳男子シングルス／山本真太朗
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消防活動に貢献
竹園陸夫さん瑞寶單光賞を受賞

子どもの健やかな成長を願う
協和地区伝統赤ちゃん土俵入り

11 月 21 日（月）、元消防団第４分団団長の竹

園陸夫さんが秋の叙勲で瑞寶單光賞を受賞し表

敬訪問されました。竹園さんは、昭和 37 年か

ら垂水市消防団員として活躍され、平成８年４

月１日からは、垂水市消防団第４分団長を勤め

られました。また、平成 11 年２月９日には日

本消防協会会長から精績章が、平成 13 年３月

８日には消防庁長官から永年勤続功労章を授与

されるなど、40 年以上にわたり地域の安全の

ため活動された功績が認められました。栄えあ

る受賞を心からお祝い申し上げます。

11 月 23 日（水）、協和地区公民館にて、毎年

恒例となっている同地区の文化祭と小学生によ

る相撲大会に合わせて、「赤ちゃん土俵入り」

が行われました。この土俵入りは、赤ちゃんの

健やかな成長と家族を地域で祝うもので、同地

区の伝統行事となっています。当日は、13 人

の赤ちゃんが化粧まわしを身につけ、地域の屈

強な男たちと土俵に入りました。土俵入りを終

えた後には、紅白餅や手形色紙、破魔矢が配ら

れ、関係者にとって記念すべき１日となりまし

た。健やかな成長を心よりお祈りいたします。
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